




































































































ルケは質問者の期待をはるかに凌駕して、 『悲歌』について、 「私を無限に超えた生に属しております」としながらも、回答欄の外に自ら紙幅 加え続け潤沢な解説を行っている。　
このいわゆる『悲歌』自解では、自ずから天使、私たち、 「開かれた世界」 、 「若き死者たち」 、 「嘆きの国」等々、 『悲






























































































のは響かず 巻末部に一例を見るにとどまるのであるが、そ ことにもよりオルフォイス詩集の枠組みは堅持されるのである。この大部のソネット集の中のいわばリルケ特選の歌章に続く、やは 「花たちを見 がいい」という（自他へ （命令法で始まる第一四歌では、花々をはじめとして広く事物たち 「私たち」人間との関わり合 つ て従来のリルケに見られなかったような洞察が歌い示されてい 。　
この詩章が「見る」ことを強く促した は、意外にも「私たち」によって水盤や花瓶に移し置かれた花々が咲き誇

































制作開始以降を後期として一括し去ることをもはや諒としないとすれば、 『悲歌』 ・ 『ソネット』の同時的成立までを晩年、それ以降を最晩年 する区切り方、そしてイギリスの
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udo C
. メーソンが『悲歌』 ・ 『ソネット』の同時的成
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拙稿に先立つ研究ノート「リルケの〈
rose-seule 、
rien-que-rose? 〉―墓碑銘三行詩の解釈あるいは解読の試みに向けて」 （本論
集五〇・五一号所収（は墓碑銘三行詩について「純粋な矛盾」という公準的理解の枠内で、特に墓碑銘の初稿と決定稿の間の二か所の異同に着目して、解釈を試みている。
